
●日時／平成 31 年3月19日（火）13時30分～16時00分
●場所／かんぽの宿伊野 大会議室
●出席者／79名

（１）会長挨拶
　小規模林業協議会の会員は現在
519名になっています。この人
たちにほんまもんの講師に接触
してほしい、習ってほしいなとい
うのもあって、今回、「自伐型林業
塾」というのをこの小規模林業推
進協議会と伴走する形で、ＮＰＯ法人土佐の森・救援隊で立ち上
げようかと思ってます。
　この１年間で、最低１回は相談会を開くような形で、みんなの
レベルが上がって、間違った施業に行かないように、行ったとし
ても、それを何とか修復することができるように、来年度、そう
いう展開ができるように頑張ってみたいと思いますので、よろし
くお願いします。

（２）活動事例発表
◦「農業、林業、特用林産を中心とした複合型経営について」

……………………フォレストファーマーズ下切　宮川　実 氏
◦「すくも森林塾の取り組みについて」

………………………………宿毛市産業振興課　小島　保輝 氏

（３）林業労働安全衛生研修
◦「林業における業務災害について」

…………………MS高知株式会社 代表取締役　松本　直人 氏

（４）活動事例発表（要約版）
◦「農業、林業、特用林産を中心とした複合型経営について」

……………………フォレストファーマーズ下切　宮川　実 氏
　三原村は結構海に近いけれ
ど、実は海はありません。30分
とか１時間かけて海まで出るの
ですが、ほとんど山です。森林
率87%で見渡す限り山です。
　この中で、山でどうやって生
活をしていくか考えて、フォレ

ストファーマーズという組織は、集落営農をメインに作った組
織です。
　これまでは30代の人が２人、50代、60代、70代とおり、
この３月で丸２年たちましたが、20万円前後の給料を取りな

がら何とかやってこれました。
　平成29年３月５日に、フォ
レストファーマーズ下切という
組織を立ち上げ、いろんな計画
を立てながらやってきました。
この１年目というのは特に難し
くて、農業、林業のほかに、工
場の屋根のふきかえ、部屋を改造して広くするため壁をぶち抜
く仕事や、解体の手伝いをすることがありました。
　そこでもうちょっと腰を据えて、農業と林業で飯を食うてい
こうと話し合い、下切という、この20戸しかない山の中の集
落をキノコの里に変えようと、キクラゲの栽培を始めました。
１年目は、原木のキクラゲの菌駒を打ちましたがすぐには生え
ないので、手っ取り早く、菌床を５月に1,000駒購入し、発生
操作を行ったところ、毎日とれるようになりなりましたが、売
り先に困って、とにかくキクラゲを一生懸命配りました。
キクラゲの商品名は下切集落に「老いを止める」、「老止の会」と
いうおばあちゃんの集まりの会があって、その名前をそのまま
いただいて「老止木耳」と書いて「おとめきくらげ」と名付けて、
アンチエイジングと言われる、キクラゲの効能を「老止木耳」と
いう名前に、掛けました。

　用材を出荷することは当然今
もやっていますが、丸太、C材、
枝葉もバイオマスに出せば収入
になります。道から遠くの枝葉
を集めてバイオマスに持ってい
くと赤字に近い状態になります
ので、とにかく道をよくして集

積場所までなるべく速くたくさんの量を運べるような道をつけ
ると、かなりのお金になっていくと思います。
　そういうふうに山の整備をしていけると、山や生態系の保全
に繋がっていくと思います。日々、仲間と酒を飲むときは、こ
の水量の減った川が、自分たちの子供のころに泳ぎよった川の
ように戻せるくらいに、山の整備をしていきたいなという夢を
語っています。

（５） 平成31年度支援事業について

（６）閉会

その他活動事例については、
以下のURL内に掲載中です。▶▶▶▶▶▶▶▶
http://kochi-shoukiborin.jp/info/dtl.php?ID=529
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1. 平成30年度高知県小規模林業推進協議会第3回協議会 開催
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2. ワークスタイル

高知県いの町の小松野林業 山中清光さんが林業をはじめたのは
二十歳ころの事。以来 林業一筋50年、優れた架線集材技術を
もち年間1ha弱・600m3程度を出荷、ご夫婦二人で所有森林

（100ha）での家族経営、自伐型林業を営んでいる。

林業をはじめた最初の頃は、下草刈りなど木を育てる（造林）事を
生業としていたが、そのうち伐木、独学で架線集材の技術を勉強し、
架線技師の講習を受け資格を取得。
4tユニックを26,7歳の時に購入（当時、地域では一番早かったの
では。）、架線、集材機、ウィンチを借り、所有森林の間伐を始めた。
当初は運送業者に依頼し市場に運んでいたが、現在は15tロングの
トラックで、主に県外の市場に卸している。

●架線集材技術が支える
　補助金に依存しない
　所有森林の健全経営

●平成30年度全国林業
　経営推奨行事 
　「林野庁長官賞」受賞

小松野林業／いの町
山中　清光さん

架線集材／家族経営／自伐型林業／所有森林

約50年にわたり家族で営む自伐型林業

架線集材の技術は独学。

一年間の仕事のスタイル
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3. 支援制度の紹介

　図面・地図を見てどこにワイヤをひくか検討をする、これだけで
搬出の計画を立てることができる。
架線集材は作業道がいらず、重機を入れなくていい。これが一番自
然を痛めない。

「林業で生きていくためには、重機を入れて大規模にやるのか、まっ
たく機械を使わずに架線でやるかのどちらかしか生き残る方法はな
いと思う。
中途半端にやるのはだめ。
機械の修理代も馬鹿にならない、小さな（1.5t程度）架線など、自
分に見合ったやり方が一番大事だと思う。」

ただ林業をするのではなく、きちんと利益をだす。
バイオだったら補助金をもらうだけじゃなく、どこに出荷をして月にいくらの利
益があるのか、いくらあれば生活できるのか?
補助金だけだとそのうち辞めることになる。そのあたりを勉強しないとだめ。
無垢の木を大事に、集成材は接着剤をつかっている、自然の木を大事してほしい。

架線集材のみで木材を搬出、
架線集材は作業道がいらない

補助金をほぼ使わないでやっていくには

　広葉樹の山は基本的にそのままにしている。約60%が植林、この手入れは切
り捨て間伐を毎年1ha～5ha程度、暇な時に行っている。
　家族で林業経営を行うにあたりそんなに大変に思ったことはないが機械が壊れる
とたいへん、安全装備も抜かり無く、木を多く出すより怪我をしないことが重要。

間伐、主伐を行うタイミング
■5月～農作業（田んぼ）　■8月～4月 林業 主伐
■間伐は11～1月
　天気が悪い時、
　合間にやる。

家族で所有林を管理

これから林業を始める人へ
土にかえることまで考えて欲しい。
その方が木の一本一本の価値がわかってくる。

作業道を作設するためのバックホウや、林内で間伐した丸太を
運ぶための林内作業車などの林業機械のレンタルに対して支援
をします。

機械のレンタル

▶レンタル料等を補助します。

補助対象経費 補助率・補助上限額 補助要件

レンタル及び回送
に要する経費
（消費税を除く）

2分の1以内
レンタル期間は6か月以内

バックホウ（0.25㎥規
格相当以下）、林内作
業車、ダンプトラック
等、木材の集材・運搬
に必要な機械

安全装備の導入を支援します。

労働災害を防止するために着用する安全装備等の導入に対して支援
をします。

安全装備

▶安全装備購入費等を補助します。

補助対象経費 補助率等 補助対象品

安全装備等の購入費
ただし、指定された
3つの特別教育をす
べて受講した者

定額
ただし、1人当たり
4万円が上限

保安帽、防振手袋、チェーンソー
防護服など

林材業労働災害防止協会高知県支部　 
TEL.088-856-5721

上 記 の
お問合せ

高知県木材増産推進課
TEL.088-821-4876

上 記 の
お問合せ

機械のレンタルを支援します。

山中さんと奥さま
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　会員の活動事例や支援制度の紹介、協議会の開催など様々な情報
を掲載していきます。
　ぜひ、御覧ください。

【URL】https://kochi-shoukiborin.jp/

4. ホームページ開設のお知らせ

小規模林業 　検索

無料アプリ 「COCOAR2」 を
ダウンロードして動画を見よう！

写真が動く！？を
体験しよう！

小規模林業 動画
※タップ後の遷移先は「http://kochi-shoukiborin.jp/lp/」です。

「COCOAR2 」ダウンロード

＊紙面から外すとフル画面に変わります。
＊動画を押すと一時停止〜再生が可能です。

③紙面で動画が流れます

①アプリを起動

④●をタップで
　次のスキャンへ

②写真をスキャン

使い方

このパンフレットの　　　マークのある写真に
スマートフォンをかざすと写真が動き出します！

現場での技術指導や安全対策を支援します。

林業の担い手確保のために支援します。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木の
選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーを派遣し
ます。派遣日数は最大 5 日間まで、会員の方の自己負担はありません。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木
の選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーの事
業地を訪問する事業です。

アドバイザー派遣 先進地現地研修

▶派遣アドバイザーに支払う報償費を補助します。 ▶現地アドバイザーに支払う報償費を補助します。
補助対象経費 補助率・補助上限額 補助要件

①アドバイザー
　への報償費
②アドバイザー
　への旅費

定額
アドバイザーに支払う報償費は1日当た
り2万4千円を上限とする。
※派遣日数は１人当たり最大５日間まで

ア ド バ イ ザ ー
派 遣 を 申 請 す
る 者 が 会 員 で
あること

補助対象経費 補助率・補助上限額 補助要件

アドバイザー
への報償費

定額
アドバイザーに支払う
報償費は1日当たり2万
4千円を上限とする。

先進地現地研修申請者が
会員であること

現場での安全対策を支援します。

作業中の思いがけない事故による怪我への補償に備えて、傷害総合
保険への加入に対して、助成をします。

自分で、自分の山の手入れをする場合 間伐材の搬出等を行うために必要な作業道を整備する場合

保　険

間　伐 作業道

▶保険加入に要する掛金を補助します。
補助対象経費 補助率 補助要件

傷害総合保険加入
に要する掛金

2分の1以内
ただし、掛金は1人当た
り2万7千円以内
※補助額1万3千5百円が
　上限

傷害保険加入者が会員で
あること

対象林齢 11～60年生 31～60年生

事業名 公益林保全整備事業
（保育間伐）

森林整備支援事業
（搬出間伐）

事業規模 0.1ha以上／施行地

伐採率 30％ 30％ 20％

補助条件
など

保安林又は市町村森林整備計画
に規定する公益的機能が高い森
林で集約化が困難な人工林

国庫補助事業の対象とならない
人工林

補助金額 定額 80,000円/ha 定額 183,000円/ha 定額 122,000円/ha

作業道路網の種類 路面整備 開設

作業道1.5m（幅員2.0m未満） 1mあたり100円 1mあたり500円

作業道2.0m（幅員2.5m未満） 1mあたり130円 1mあたり800円

作業道2.5m（幅員3.0m未満） 1mあたり150円 1mあたり1,000円

作業道3.0m（幅員3.0m以上） 1mあたり200円 1mあたり1,500円

林材業労働災害防止協会高知県支部　 TEL.088-856-5721上記のお問合せ

蜂刺され対策を支援します

労働安全衛生の向上を目的に、小規模林業を実践する方が、蜂刺
され対策として医療機関に支払う医療費に対して、助成をします。

蜂刺され対策支援

▶蜂刺され対策として医療機関に支払う経費を補助します
補助対象経費 補助率 補助要件

蜂刺され対策として、
医療機関に支払う経費
※経費対象は、蜂アレルギー血液検
査、処方登録受託医師診察料、自己
注射管理指導料、自動注射器購入
費、毒液吸い出し救急用具　他

2分の1以内
ただし、8千円が上限
※自動注射器購入について
は1人1個までとし、購入費
の補助金の額は5千円を上限

購入者が会員
であること

高知県木材増産推進課
TEL.088-821-4602

お問合せ
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